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戦
後
七
〇
年	

庄
司
潤
一
郎

　

最
近
『
朝
日
新
聞
』
が
実
施
し
た
世
論
調
査
で
、
質
問
文
に
お
い
て
「
先
の
大
戦
」
が
、「
今
か
ら
七
〇
年
前

の
昭
和
二
十
年
、
一
九
四
五
年
に
終
わ
っ
た
戦
争
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日
）。

こ
の
こ
と
は
、
戦
争
の
起
点
が
定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
終
点
に
つ
い
て

も
、
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
（「
終
戦
記
念
日
」）、
同
年
九
月
二
日
（
降
伏
文
書
調
印
）
や
国
際
法
上
戦
争
状
態
が
終

結
し
た
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
（
対
日
平
和
条
約
発
効
）
な
ど
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
も
の
の
、
起
点
の
多
様

性
に
は
及
ば
な
い
。
す
な
わ
ち
起
点
は
、
一
九
四
一
年
（
真
珠
湾
攻
撃
）、
一
九
三
九
年
（
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
）、

一
九
三
七
年
（
盧
溝
橋
事
件
＝
日
中
戦
争
）、
一
九
三
一
年
（
柳
条
湖
事
件
＝
満
州
事
変
）、
な
か
に
は
明
治
期
ま
で
遡
り

日
清
戦
争
な
ど
諸
説
が
存
在
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、「
先
の
大
戦
」
の
期
間
（
起
点
～
終
点
）
は
、
公
的
に
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（「
小
泉
内
閣

の
歴
史
認
識
に
関
す
る
答
弁
書
」
二
〇
〇
六
年
一
月
三
十
一
日
）。
そ
の
た
め
、
戦
争
の
期
間
、
特
に
起
点
を
め
ぐ
っ
て

盛
ん
に
議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
決
着
は
つ
い
て
お
ら
ず
、
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。「
太
平
洋
戦
争
」「
大
東
亜
戦

争
」「
ア
ジ
ア（
・
）太
平
洋
戦
争
」「
第
二
次
世
界
大
戦
」「
先
の
大
戦
」（
公
的
な
場
）な
ど
呼
称
の
多
様
性
は
し
ば

し
ば
指
摘
さ
れ
る
が
、
期
間
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
が
多
く
の
戦
争
を
体
験
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
戦
争
の
流
れ
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
を

め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
は
、
連
続
し
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
必
然
性
を
強
調
す
る

見
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
清
戦
争
以
降
の
日
本
の
「
侵
略
」
の
一
貫
性
・
計
画
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す

る
中
国
の
「
抵
抗
」
と
し
て
認
識
し
よ
う
と
試
み
る
。
ま
た
、
異
な
っ
た
史
観
か
ら
、
ペ
リ
ー
来
航
以
降
を
ア
ジ

ア
解
放
の
「
百
年
戦
争
」
と
す
る
立
場
も
あ
る
。

　

他
方
、
個
々
の
戦
争
の
特
質
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
客
観
的
な
原
因
・
背
景
に
つ
い
て
政
策
決
定
過
程

を
通
し
て
究
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
可
能
性
・
選
択
肢
が
存
在
し
た
と
指
摘
す
る
見
方
も
あ
る
。「
先
の

大
戦
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
、
戦
後
七
〇
年
を
経
過
し
て
も
残
さ
れ
た
課
題
と
言
え
よ
う
。

（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
）


